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共通論題 物流の「2024年問題」と働き方改革の課題〜過労死等防止の視点から 

【報告】芦崎光夫 ［過労死防止学会第１０回大会 ２日目 202４年 9月 1日午後］ 

 

トラック運転者の「過労死」防止に向けて ―「物流の 2024年問題」によせて 

  全日本建設交運一般労働組合関西支部 特別執行委員 

 

《報告要旨》 

 

１．長時間労働と労働環境、休息・休憩の環境 

長時間労働だけではない「過労死」リスクの要因 

2日以上の運行に従事する運転者の約 8割が「車輌内ベッド」での睡眠・休息を余儀なくされ

ている。 

少なくない運転者が、他の車輌等が行き交う道路での駐車・睡眠  

（振動・騒音等の中での睡眠） 

※長時間労働の是正とあわせて、休息・休憩の環境改善が必要 

長距離運送の大半は夜間走行となっている実態 

  （高速道路料金など、国の制度設計も夜間走行を前提としたものとなっている） 

※夜間労働に対する規制の強化が必要となっている 

 

２．長時間労働の是正のみに目を向けると、運転者不足に拍車をかける？ 

トラック運転者の賃金実態 

ⅰ．賃金の相当部分を占める「歩合給」（出来高給） 

ⅱ．長時間労働を前提とした賃金形態  残業依存と「歩合給」（出来高給） 

※労働時間短縮（時間外労働時間の短縮）によって、減収とならない賃金形態への改善 

全産業水準での賃金水準への到達とあわせて、平均月収の 7割～8割を月額固定給に変更

すること 

 

３．建交労トラック部会の要求と政策 

①長時間労働の是正と賃金改善を一体のものとして 

②夜間業務の制限と「車輌内ベッド」使用制限 

③労基法および「改善基準告示」の抜本的改正 

 

４．労使交渉だけでは解決できない諸問題について 

①トラック運送事業の 95％は中小・零細企業であること、受注産業であること から、荷主企業・元

請企業との取引関係で不公正が生じやすい（現に生じてい る） 

②1990年の「物流二法」（物流の規制緩和）以降、極端な過当競争にあること 

③安心できる安定した労務管理・労働時間管理には、荷主や最終ユーザーである 消費者（国民）

の理解と協力が不可欠 

④公正な取引関係による「適正運賃」収受 
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５．労働組合の果たすべき役割 

中小企業における要求闘争は、企業内で自己完結しない 

社会的な環境改善を同時に推し進めることが必要 

その為に、統一労働条件確立を追求する要求闘争を通じて、中小企業経営者 との協力共同

関係を発展させ、経営環境改善・労働環境改善に結びつけること が必要 

①行政・業界団体・荷主団体との交渉・懇談 

②必要な規制強化、公正取引関係確立にむけた立法の働きかけ 

③一般消費者（国民）に見える形での実態告発 

④労働組合の組織率引き上げなど、労働組合の社会的影響力の強化 
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